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2今日の内容

今日のトピック：大学での化学について
高校までと大学からの違い

・高校化学：化学基礎、化学
・現代化学
・量子論
・電子の軌道の本当の姿
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引用元： https://www.shinko-keirin.co.jp/keirinkan/kou/science/pdf/science_sidou.pdf 

高校の化学

粒子の存在 粒子の結合 粒子の保存性
粒子のもつ
エネルギー

化学
基礎

化学

化学と物質

物質の構成粒子 物質と化学結合 化学と物質

物質量と化学反応式

化学反応

化学が拓く世界

物質の状態とその変化

化学変化とエネルギー 溶液と平衡

化学変化と化学平衡

無機物質

有機化合物

高分子化合物

人間生活の中の化学
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高校化学 有機化合物：炭化水素、官能基をもつ化合物、芳香族化合物
無機物質：典型元素、遷移元素

炭化水素 官能基をもつ化合物 芳香族化合物

有機

無機

有機化学：有機化合物を扱う（C, H, N, O, S) Organic Chemistry
無機化学：有機化合物以外の物質 Inorganic Chemistry

有機化合物と無機物質

高校化学で
出てくる元素

現代の周期表



奈良教育大 宇治

5高校までと大学以降の化学

高校化学：“粒子”で説明できる範囲の化学

1910 ~1920年代
量子論：ミクロの世界の性質を知るための物理
どういう変化？ ⇒ ミクロの世界の中心は粒子から物質波へ
何が起きた？ ⇒ 原子の構造や原子核の構造の理解

現代化学：量子論で理解されたことがベース

シュレーディンガー方程式
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2𝜋

𝜕

𝜕t
𝛹 = 𝐻𝛹

引用元： 「量子論」を楽しむ本, 佐藤勝彦, PHP文庫
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1910 ~1920年代
量子論：ミクロの世界の性質を知るための物理
どういう変化？ ⇒ ミクロの世界の中心は「粒子から物質波へ」
何が起きた？ ⇒ 原子の構造や原子核の構造の理解

引用元： 「量子論」を楽しむ本, 佐藤勝彦, PHP文庫, p.31-32

量子論：ミクロの世界に始まって自然界全体の仕組みがど
うなっているのかを表した「考え方」や「思想」

量子力学：量子論に基づいて物理現象を記述するための
「数学的な手段」

ファインマン
（1965年ノーベル物理学賞朝永振一郎と共同受賞）
「量子論を利用できる人はたくさんいても、量子論を本当
に理解している人は一人もいない」
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序章 量子論の世界へようこそ
１章 量子の誕生 量子論前夜
２章 原子の中の世界へ 前期量子論
３章 見ようとすると見えない波 量子論の完成
４章 自然の本当の姿を求めて 量子論の本質に迫る
５章 枝分かれしていく世界 解釈問題を追う
６章 究極の理論へ向けて 量子論が切り開く世界

前期量子論（高校物理）
量子論（シュレーディンガー以降, 大学物理・化学）

引用元： 「量子論」を楽しむ本, 佐藤勝彦, PHP文庫

「量子論は化学を物理学の中に組み込んだ、
または化学と物理学を統合したと言える」
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